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Abstract

Chopin (Fryderyk Franciszek Chopin, 1810-1849) composed his four Ballades between 1831 and 
1842. The Ballades are very popular among pianists due both to their challenging composition and 
to their melodic and harmonic beauty. There are many advanced techniques required for playing 
the Ballades. Especially, it is said that Ballade No.4 is the most difficult work of the four, in terms of 
both musical and technical perspectives. The biggest problem in this work is that it often utilizes 
polyphony. It is not easy for small-handed pianists to play the polyphonies thoroughly while also 
maintaining ideal expression.

What constitutes ‘small-handedness’ for piano players? First, we examined some definitions of 
small-handedness through a survey of leading research. 

Based upon these studies, we utilized this definition of ‘small handedness’ and then analyzed 
the techniques necessary to perform Ballade No.4. As a result, it was clear that small-handed 
pianists would experience the most difficulty when other techniques were combined with that of 
polyphony. However, even for small-handed pianists, it is indispensable to study Chopin’s various 
techniques, such as creating clarity of sound and touch. 

Thus, for the principle purpose of this paper, we have clearly articulated the techniques 
required in Ballade No.4, and have proposed some effective practice methods for small-handed 
pianists to accomplish these techniques with less fatigue to their hands and fingers.
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１．はじめに

ショパン（Fryderyk	Franciszek	Chopin,	1810～1849）	
は，4曲のバラードを1831年から1842年にかけて作曲し
ている。病弱なショパンにとってこの時期は，数々の名
曲が生み出された円熟期である。バラードは，旋律や和
声といった音楽的な美しさを持ち，内容や構成も充実し

ていることから，ピアノ奏者に大変人気の高い作品であ
る。演奏には多くの高度なテクニックを要するが，特に
バラード第4番は音楽的側面とテクニックの両面におい
て，4曲中最も難しいとされている。
テクニック面における難しさは冒頭から現れる。この
前奏部では，右手でオクターヴの旋律を，重音を含む伴
奏を刻みながらレガートで美しく演奏することが求めら
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れている。小さな手の奏者にとっては，想い描く理想的
な表現がなかなか得られず，演奏法に大変苦労する箇所
である。最終的にペダルを用いるが，ペダルに頼る以前
に自身の手指で，できる限りのレガート奏法を追求する
べきである。そして，ショパン特有の長いフレージング
の中に，声部ごとの音色の違いや細かなニュアンスを表
現する必要がある。
本研究は，バラード第4番の演奏に必要とされるテク
ニックを明確化し，奏法の原理を解析した上で，手の小
さな奏者を対象とした予備練習課題を提案することを目
的としている。

２.	小さな手の定義

2. 1. 小さな手の定義
手の大きさは千差万別であり，個人の成長発達段階に
よっても異なる。Gatは,「らくにオクターヴに手をひら
くことができるのは、手を最大限に伸ばしたとき10度が
届く手」とし，それに満たない手を小さな手と記してい
る（1）。
2017年に小さな手のピアノ奏者に限定して論じた著
書「Adaptive	Strategies	for	Small-Handed	Pianists」が
Oxford	University	Pressから出版された（2）。著者Deahl
らは，生理学的・解剖学的見解を取り入れながら，小さ
な手の奏者のテクニック的な問題点を分類し，小さな手
であっても適応できる奏法や習得方法を順序立てて論じ
ている。第1章では小さな手についての先行研究を紹介
している。本書は英語で書かれており，筆者が和訳して
以下に概略を述べる。
1929年，Ortmannはピアノ奏者の手の大きさについ
て，「指の長さ・手のひらの大きさ・各指間の開きに関
係する」と述べ（3），同様の指の長さを持つ者であっても
手のひらの大きさにより，1オクターヴに拡げた際の指
関節の角度が異なる事を指摘した。Ortmannは鍵盤上
に拡げた手を撮影し,普通以下・普通・普通以上に分類
しようと試みた。しかし彼のデータは，計測値や正確な
解剖学的指標を示さなかったため，現代において役立つ
ものではない。
Kamolsiriは2002年に発表した論文で，「オクターヴ,も

しくは9度音程を演奏するのが困難な手」を小さな手と
定義した（4）。同年，Fariasは「10度音程が届かない手」
とし（5），Boyleは2012年に「第2指と第5指で6度音程を
演奏することが困難で，手のひらを十分に伸ばして和音
を弾く時，指の動きが妨げられるもの」を小さな手と定
義している（6）。それらと前後して，小さな手の大きさを
数値化し，第1指から第5指までの長さ（距離）が8イン
チかそれ以下のピアノがアメリカで開発，製造された（7）。
Deahlらは，「一般的な見解として9度音程が届かない

手を小さな手とみなされている」と述べた上で，見た目
や手の開きだけでなく，個人の手の特徴を考慮すること
の重要性を指摘している。実際に鍵盤に手がどのように
フィットするかや，全ての関節の動きや開き，指の間の
水かき，爪の形，前腕・上腕の長さ，肩幅等，身体全体
の特徴が関わってくる。したがって，個々のピアノ奏者
が「自身の手が小さいために演奏することに困難と自覚
した場合」を小さな手と結論付けている。

2. 2. ショパン演奏に求められる手
ショパンの手は小さい方であったと言われている。左
手のブロンズ像はワルシャワのショパン博物館に（8），石
膏模型はパリ市立ロマン主義博物館に展示されている（9）。
それは見た目にも小さく華奢で，女性の手のような印象
を受ける。しかし，各指は根元から独立して均等に分離
し，第5指が比較的長いのが特徴である。コルトーはショ
パンの手指について,「練習のために関節が突起し大きく
なった」,「浮き上がりを持つ腱性の靭帯」,「関節の限り
ない柔軟さと頑丈な骨格」と記述している（10）。その手は，
持って生まれた天性のものに，ショパンが自らに課した
練習の積み重ねによる産物と言えよう。
ショパンの演奏を回想する手に関する記述には,「彼
の優美なほっそりした手は広く延びて鍵盤を押さえるか
と思うと，まるで嘘のような軽さで飛び跳ねます」（11），
「実に小さかったが，細くて，軽やかで，繊細に曲がっ
た。言うなれば、極めて表情豊かな手だった」（12）などが
残されている。彼の演奏は，独自の技法論（手の自然な
フォームと白鍵黒鍵の関係，運指法，タッチ，レガート
奏，強弱，ペダリング等についての考え）と深く関わっ
ている。ショパンによれば技術とは，音の響き具合であ
り，タッチの用い方なのであり，「完成されたメカニズ
ムとは，美しい音を上手にニュアンスをつけて弾くこと
ができること」であると言う（13）。弟子達には，洗練さ
れたタッチのために触覚と聴覚を研ぎ澄ますこと，手首
と手の柔軟性，レガート奏法の重要性を説いた。
ショパンの手は大きくはないが，柔軟性に優れ，ピア
ニストとして理想的な手であったと言える。ショパン作
品を演奏するためには，彼の演奏技法の原理を理解し，
それに基づいた練習を積み重ねることが肝要である。彼
の特徴的な運指法を取り入れることによって，ショパン
演奏に求められる手へと成長していくのである。
本研究では，小さな手について,「手を最大限に拡げ
た時，1オクターヴは届くが，オクターヴの和音は余裕
がないと奏者が自覚する手」と定義し，以下，ショパン
の演奏技法の原理に基づいて論述する。
譜例は，音楽之友社より部分掲載の同意が得られた，
Ekier	Jan編（2015）『ショパンバラード集』ウィーン原
典版を使用する。小節番号はbarの略を用いてb.と示す
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（例：b.1－3）。

３.	バラード第4番に必要とされるテクニック	

バラード第4番は，ポリフォニーのテクニックが多様
に用いられているために難しさを極めている。片手での
ポリフォニーの表現が随所で必要となる。
ポリフォニーとは，複数の声部がそれぞれ独自の動き
を持つもので，奏法の考え方は，重音のテクニックの原
理を基本とする。即ち，右手の場合は，上声部の旋律を
第3指，第4指，第5指で奏しながら，下声部を第1指，
第2指，又は第3指で奏する。コルトー版ショパンエ
チュードOp.10－No.2では，手の筋肉の動きの区分とし
て，右手の第2指と第3指の間を縦線で区切ったイラス
トが示され，手の活動的な部分（第3，4，5指）と伴
奏部（第1，2指）としている（14）。また，Op.10－No.3
では，実践方法として「大きめの音を出す指の側に手の
重みをかけて，それとは反対に，音楽上従属的な部分を
受け持つ指の筋肉は緩め和らげ，柔軟にする」と述べて
いる（15）。
譜例1は，バラード第4番の冒頭部分である。

譜例１：b.1-3

ここでは，ポリフォニーのテクニックとオクターヴの
テクニックが組み合わされ，更にレガート奏が求められ
ている。オクターヴのテクニックでは，手を一つの単位
として運動する。手を開いて第1指と第5指は相互に伸
長するが，手のひらの中央のくぼみを僅かでも保ち，第
5指の第3関節がへこまないことが望ましい。その形を
保ちながら手首の動きを加える。高い音の方が低い音よ
りも速く減衰するため，重音のテクニックと同様に，第
5指側に手の重みをかけ，第1指の筋肉は緩め和らげ，
柔軟にする。冒頭部分のオクターヴは全て白鍵である。
G音が続く間は手首の上下運動，移動する際は左右への
横運動が加わる。レガート奏は，音をつなげるばかりで
なく，指が鍵盤に貼り付くように弾く（16）。伴奏部の16
分音符を担当する指は，第1・2関節を曲げ，指の重さ
だけで軽くタッチする。手の重みは第5指にかかり続け
たまま，手首や前腕を柔軟に保つ。
同様の音型がイ長調で現れる部分（b.129－134）では，
オクターヴに黒鍵が含まれるため，移動には前後運動が

加わる。
譜例2は，上声部の主旋律の下に，音階的な対旋律を
持つ場合である。どちらの声部もそれぞれが持つ音楽的
な流れや表情を活かして，お互いを邪魔する事なく演奏
する。

譜例2：b.58-60

上声部に手の重みをかけつつ16分音符を滑らかに奏す
るためには，手首の第1指側を柔軟にして細やかに角度
調節しながら第1指を滞ることなく潜らせる。対旋律が
重音になると，第4指は上声だけでなく対旋律も担当す
る。音域も拡大するため，手首全体の回旋運動を用いて，
上声部の指から指へ手の重みを完全に移行させていく。
譜例3は，旋律を重音で奏する。重音とは，2声の旋
律が同じリズムで動く場合であり，ここでは主に6度音
程で平行進行する。上声部をくっきりと，下声部はそれ
に寄り添うように弾く。

譜例3：b.108-109

6度音程を奏する際，指の開きが重要なポイントとな
る。小さな手，短い指の場合（17）は，指の根元（水かき
の部分）から少しずつ拡げるようにする。連続する際は，
指の動きに添って手を左右に少し揺らすと打鍵が容易に
なる。この部分では，更に以下の開きが必要となる。	
　　第4指－第5指間：3度，4度音程
　　第3指－第4指間：3度，4度音程
　　第2指－第4指間：5度音程
　　第1指－第5指間：7 ～ 9度音程
黒鍵が多いため，手は奥側に，腕もやや高めになる。
タッチの位置は，第4指，第5指は黒鍵の長さの中程に，
第1指は黒鍵の手前端にする。
下声部で第1指が連続する場合，完全なレガートは不
可能である。上声部が完全なレガートをすることによっ
て全体的なレガートに聴こえさせる。注意すべき点は，
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第1指の角度と連続する際の移動のプロセスである。第
1関節を軽く曲げて，指先を立たせ，第1指独自で軽く
素早く動かす。白鍵同士，黒鍵同士の移動は指先で横移
動，白鍵⇔黒鍵では黒鍵の角を斜めに滑らせるように移
動させる。第1指は他の指とは機構が異なる上に，太く
て硬直しやすい。水かきを充分に柔らかく開いて，手の
重みや他の指からの束縛を受けずに自由に動かせるよ
う，独立した動きのテクニックを要する。
以上のことから，バラード第4番の演奏には，複数の
組み合わされたテクニックが必要であると認められる。
それは左手も同様である。特にポリフォニーのテクニッ
クに複数組み合わされた場合が最も難しく，実際の演奏
では，片方の手でそれを操りながら，同時にもう一方の
手で別のテクニックを並行させることになる。演奏者が
難しいと感じられる部分について，テクニックを分析す
る事により習得すべき点が明確になる。自身の手で，そ
れぞれのテクニックの基本原理を実際に確認しながら慎
重に組み合わせて行く事が，技術を向上させる近道とな
る。そのためには，小さな手に負担の少ない予備練習が
効果的である。

４．予備練習課題の提示

本章では，バラード第4番の演奏において，手の小さ
なピアノ奏者にとって困難と思われる箇所を取り上げ，
筆者らが考案した技術向上のための予備練習課題を提示
し，その練習方法と効果について解説する。
課題を行う際の全体的な留意点を以下に挙げる。
・姿勢良く座り，身体はリラックスさせる。	
・ゆっくり弾きながら，手指の動きを観察する。
・音量は1ランク控え，音色や音量バランスを聴く。
・ペダルは使用しない。
なお，予備練習課題の指使いはショパンの指示（18）と
異なる場合がある。

4. 1. ポリフォニーのテクニック
4. 1. 1. 右手ポリフォニーのテクニック①
（テクニックの種類：	ポリフォニー，重音，オクター

ヴ，レガート奏）
譜例1：b.1-3（3章，譜例1の再掲）

【困難な点】
手の小さな奏者は，全ての音を忠実に鳴らそうとする
とメロディーと対旋律の音色が同等になりやすい。ま
た，手に十分な余裕がないためオクターヴの旋律のレ
ガートが表現しにくい。

予備練習課題1（矢印は手首の運動方向を示す）

【練習方法】
・手をオクターヴ間隔に柔らかく拡げ，第1小節の上側
の矢印にならって，手首の上下運動を手全体に覚えさ
せる。上声側に重みをかけて，音量バランスを聴く。
・内声部は第1関節を曲げ，軽く反復する。後続音を
タッチした後に手首を上げ，次のタッチの準備をす
る。
・第4小節からは，オクターヴのフォームを保ち，第1，
5指を滑らせるように手全体で横移動する。

・手首の上下運動は，ポジション移動に適応させながら
最後まで続ける。

【効果】
手の重さのバランスやタッチの違いを声部ごとに操作
できるようになり，ポリフォニーの表現が可能になる。
手首の運動を伴ったオクターヴのレガート奏法ができ
る。

4. 1. 2. 右手ポリフォニーのテクニック②
（テクニックの種類：	ポリフォニー，重音，第1指の

独立した動き）
譜例2：b.58-60（3章，譜例2の再掲）

【困難な点】
第2指と第5指による7度音程の重音や，オクターヴ
から増2度音程を捉えるなど，様々な音程の重音が次々
と現れる上に，第3指から第2指で4度音程を繋げるな
ど，小さな手にとって届きにくい箇所が連続している。
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そのため，各声部の音色や流れを保持することが難し
い。

予備練習課題2

【練習方法】
・旋律を担う第3，4，5指に手の重みを十分乗せ，内
声の16分音符は指先で素早く動かす。
・タイで結ばれた第1指は打鍵と同時に手首の抜きを確
認し，3拍目及び6拍目で次の指の配置を準備する。
・第1，4小節の4拍目はオクターヴに近い開きのため，
第2，5指の根元から拡げながら手前側に移動する。
・16分音符の重音では更に第1，2指を柔らかくして，
3度音程の上声の流れを聴く。As－G音（⇧印）での
第1指は，黒鍵の角を滑らせながら第2指に繋げる。

【効果】
上声部と下声部のタッチの違いを認識し，広い音程間
でも柔らかさを伴って演奏することができる。この予備
練習後に楽譜通り弾く際にも，手首の緩みと的確な準備
は手に残存し，ポリフォニーと澱みない流れを表現でき
る。

4. 2. 重音のテクニック
4. 2. 1. 重音6度音程のレガート奏（右手）
譜例3：b.108-109（3章，譜例3の再掲）

【困難な点】
6度音程の重音が連続する中で，跳躍する箇所と下声

部の第1指が連続する箇所は繋がりにくいため，音色の
ムラが生じ易い。

予備練習課題3

【練習方法】
・リズムを一定にして，声部ごとの音色の統一を図る。
・上声側に手の重みをかけつつ，下声部は第1関節を曲
げ，指先を立てて全てスタッカートする。
・上声の第4指－第3指への移行部（B－Fis音）では，
第1指の連打後，第4指の根元から十分に拡げて第3
指に着地する。続く第4指では，下声の第1指が黒鍵
のために手が左奥側に行き過ぎないよう注意し，第1
指は黒鍵（B音）の手前端を弾く。
・上声の第4指－第5指への3度音程の移行（G－B音），
及び第5指－第4指への4度音程の移行（B－Fis音）
においても，指の根元から十分に拡げてから次に着地
する。
・テンポは，♪＝50程度から始め，♪＝58～69～88とい
うように段階的に速めていく。

【効果】
上声部に重さを乗せたまま，第1指が独立して無駄な
く移動することを学べる。それにより内声的な音色を統
一することができ，重音のレガートが表現できる。

4. 2. 2. 単音と重音を含む速いパッセージ（右手）
譜例4：b.102-103

【困難な点】
小さな手で重音から単音を弾く際，音が途切れ易い。

予備練習課題4-1

【練習方法】
・全て重音6度音程で弾き，指の間の開きと連結部の距
離を認識する。
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・上声側に重みを乗せて，指でできる限りレガートす
る。指の動きに添って手を左右に少し揺らしてよい
が，手の動きは最小限に留め，コンパクトに移動する。
・前腕は常に平穏で，水平を保つ。
【効果】
単音2音間が重音6度音程の分散であるため，重音の
技法を用いて練習することにより，不必要な手の振りを
省くことができる。

予備練習課題4-2	

【練習方法】
・全体的に軽いタッチで，手首の角度を細やかに調節し
ながら上声を滑らかに繋げる。
・第1指の連打後，手首を柔らかくして上声の指の間を
拡げる。
・拍の頭にアクセントが付かないよう注意し，第4，5
指は確実に重みを乗せる。

【効果】
第1指に手の重みをかけずに次へ移行することができ
る。その結果，軽やかさを保ちつつ滑らかに奏すること
ができる。

4. 3. オクターヴのテクニック
4. 3. 1. 左手ユニゾンのレガート奏法
譜例5：b.38-46

【困難な点】
オクターヴの下声部に第4指及び第5指を用いると，小
さな手では手首の角度が常に変化するため，音色の統一
が図りにくい。さらに，大きな跳躍でピアニッシモを保
持することが難しい。

予備練習課題5-1

【練習方法】
・手をオクターヴ間隔に拡げたまま，手首を緩やかに
保って手と前腕を連携させ，黒鍵上を水平に横移動す
る。
・鍵盤に柔らかく着地し，深く押さえない。
・平行移動では，第3指が手をリードする役目を持つ。
・第4指は下行の準備のための支点となる。手首の横振
りを利用し，前腕を水平に保つ。

【効果】
指が優先する運動ではなく，腕の水平運動に重点を置
いた演奏法を体得できる。

予備練習課題5-2

【練習方法】
・第4指及び第5指は鍵盤を深く打鍵し，第1指は重さ
を回避するポジションで軽く連打する。
・休符で手首の脱力を確認したのち，手のひらを拡げた
まま次の位置へ横移動する。　
・手が動きを覚えたら第1指は反復せず，徐々に速めて
柔軟に連携し，自然なレガート奏へと導く。

【効果】
順次進行と跳躍進行が混在しても，第4指または第5
指を軸として次に移行することができる。下声部がレ
ガートの動作を司ることで平静な腕が保たれ，音色を統
一し易くなる。

次に，小さな手のための運指とペダルを示す。指使い
は上行と下行の折り返し点を第4指にしている。極めて
小さな手では，無理に第4指を使用せず，全て第5指で
奏する。指使いを一定にした方が同色の音色を得やすい
場合がある。ペダルは，作曲者の指示（譜例5参照）を
基に，右手の旋律が失われず，かつ音量を増大させない
ように配置した。Una	Cordaを用いて，全体の響きを注
意深く聴きながら音量と音色の統一を図る。
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	【小さな手のための運指とペダル】（又は全て第5指）

4. 3. 2. 和音を含むオクターヴの旋律（右手）
譜例6：b.183-184

【困難な点】
和音を弾くことに手一杯となり，音量バランスや内声
の声部の動きを的確に表現することが難しい。

予備練習課題6

【練習方法】
・オクターヴと内声に分けて練習する。
・オクターヴを打鍵後，すぐに手首を緩めてから，第2，
3（4）指を曲げて鍵盤の傍で軽く打鍵する。

・タイの音をできる限り保持し，外声の伸ばした指と内
声の曲げた指とが組み合わされた時の手のバランスを
覚える。
・第3小節3拍目から，第2指は黒鍵の角を斜めに滑ら
せるように移動させる。
・第7，8小節が届きにくい場合は，第1指でDes音と
Es音を同時に押さえる。

【効果】
跳躍する和音の内声に共通音がある場合，内声の指を
鍵盤上に密着させつつ移動する。それによって，外声と
内声の指は，それぞれの音楽的な繋がりに合った運動を
独自に行うようになり，全体的なレガートと調和した響

きが得られる。

4. 4. 分散和音のテクニック
4. 4. 1. オクターヴ以上の分散和音①上行のみ（左手）
譜例7：b.152-155

【困難な点】
小さな手の場合，オクターヴ以上の広い音域の分散和
音では，手の移動が多くなる。さらにスピードを伴う場
合は腕の振りが勢い付き，打鍵が疎かになり易い。

予備練習課題7

【練習方法】
・分散和音の指の開きと手の移動範囲を認識する。第2
指，第3指が支点となり，前腕から横運動（＋前後運
動）を伴って移動する。
・第1，3小節4拍目のポジション移動では，第1指が軸
の役割を果たす。第2関節から内側に深く折り曲げ，
手の重みを第１指に停滞させず，手全体で移行する。
・第2，4小節4拍目のポジション移動では，手のひら
きを保ったまま前腕から促して素早く横移動する。

【効果】
上行のみの分散和音に下行形を加えることによって，
第1指と第5指が均等に配置される。また，4拍目で手
の幅を伸縮させる際に手首をこわばらせずに移動するよ
うになり，全ての音を滑らかに繋げることができる。

〜
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4. 4. 2. オクターヴ以上の分散和音②上下行（左手）
譜例8：b.181-182

【困難な点】
第1指にテノールの旋律ラインを有する箇所では，第
4指または第3指から第1指へオクターヴ以上開くため，
打鍵が浅くなり易い。

予備練習課題8

【練習方法】
・指の根元を最大に開き，指を伸ばしたまま腕の大きな
運動によって，レガートと豊かな響きを作る。
・共通音となる第2指と第3指，第2指と第4指を拠点に
して，第1指と第5指を確実に着地させる。
・テノールの旋律を受け持つ第1指は，下行の起点とし
て手の重みをかけた後，手首の下回しを用いて前腕へ
と連携させる。
・腕の柔軟な動きを伴わせる事で手指の負担を軽減す
る。

【効果】
手首や腕の振りに頼ることなく万遍なく全ての音を弾
くことができる。予備練習課題7と8では，手の水平運
動を保ちながら広い音域を網羅する技術が習得できる。

4. 5. 和音のテクニック
4. 5. 1. バスと3和音（左手）
譜例9：b.7-10	

【困難な点】
和音の均一性と関連性を持ちながら，同じ調子で進む
ことが難しい。

予備練習課題9

【練習方法】
・バスを弾いた後，和音のフォームを作ってから2拍目
に着地する。
・3和音の上声部のラインを際立たせるために，第1指
に軽く重みを乗せる。
・下声部のタッチは，指先で内側へ掴むように柔らかく
スタッカートする。
・第1指を保ちながら後続和音を準備し，第2指に重み
を移行させる。

【効果】
和音を確実に鳴らしながら繋がりを持たせ，この伴奏
形に適した表現を持続させることができる。

4. 5. 2. オクターヴ和音の連続（右手）
譜例10：b.198-201	

【困難な点】
手の小さな奏者は，全ての音を鳴らしつつ跳躍するこ
とが大変難しい。

予備練習課題10-1

（各小節2回ずつ繰り返す。全ての和音を同様に行う。）

【練習方法】
・外声と内声に分けて，外声の伸ばした指の中で，内声
の指は内側にしっかり曲げながら手前へ引っ張る。
・ポジション移動では，最後まで指を離さないようにし
て，鍵盤の近くを最短距離で移動する。

【効果】
オクターヴの中で，和音毎に異なる内声の指関節の曲
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がり具合を知ることができる。また，鍵盤をオクターヴ
の和音で長く押さえることによって，次の和音へ素早く
横移動することができる。

予備練習課題10-2

（全ての和音を同様に行う。）
【練習方法】
・全てfの鋭いスタッカートで弾く。
・手を握る時のように，指全体を内側に素早く曲げる。
特に内声の長い指を積極的に曲げる。
・休符の間に次のポジションに指を配置する。
・毎回手首の抜きを確認する。素早く打鍵する程，手や
腕は早く解放される。
・充実した縦の響きを，耳が瞬時に捉えられるよう訓練
する。

【効果】
指が率先して，全ての音を瞬時に鳴らすことができ
る。素早い運動の間に，和音を掴むことと移動を別の部
位が行うことを知る。

５．おわりに

本研究から，ショパン作曲バラード第4番の演奏に必
要なテクニックが明確に示された。それぞれのテクニッ
クの原理について，実際の手で確認しつつ論じることに
より，手の小さな奏者のための効果的な予備練習課題を
提案することができた。
小さな手を定義するにあたり，海外の先行研究を調査
した。小さな手に限定した研究は，20世紀初頭から盛ん
に行われ，様々な定義が挙げられていることが分かっ
た。最終的には，手のひらの面積や指の長さ等，手は
個々に異なり，判断は奏者の自覚に委ねられる。
小さな手と自覚する奏者は，指が届かないためにレ
パートリーが限られる等デメリットを感じやすい。しか
し，自身の手指を活かした演奏方法を見つける事は可能
である。そのためにはテクニックを分析し，基本原理を
理解する必要がある。バラード第4番に使われているテ
クニックを分析した結果，ポリフォニーのテクニックが
多く使われており，それは，重音のテクニック，オク
ターヴのテクニック等が多様に組み合わされた，応用的
なテクニックであることが分かった。そのため，演奏に
は手の開きを多く要することとなり，手の小さな奏者が
困難と感じやすいのである。	
それらを踏まえて考案した全ての予備練習課題は，

ショパン自身の考えによる，手指の特性を活かした演奏
技法に則っている。手指の動作を観察しつつ，音色や音
量バランスを確かめながら課題を行う事により，手指に
対する意識が育まれ，短期間で効率よく技術を向上させ
ることができる。筆者らを含めた何人かに予備練習課題
を実践し，検証を行った。個人差はあるにせよ，楽譜通
りの反復練習に時間を費やすより明らかに効率良く習得
できることが認められた。さらに練習を重ねるうちに，
作品に要求されている表現内容を，手が自ら行うように
改革されてきた。これらの予備練習課題で身に付いた技
法は，あらゆる作品の演奏に適応する事が可能である。
ショパンの作品には，自身の演奏技法が反映されてい
る。手が小さいためにバラード第4番の演奏を諦めてい
た奏者が，この予備練習課題によって困難さを克服し，
演奏する喜びが得られる一助となれば幸いである。
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